
朝会の話(10/1)「フィボナッチ数列」
最初の2数が1で、3番目以降の数が、すべて直

前の2数の和になっている数の並びのことを、「フ
ィボナッチ数列」（1 1 2 3 5 8 13 21 34 ・
・・）といい、その数列の中にある、３、５、８な
どの数を、「フィボナッチ数」といいます。フィボ
ナッチ数は、自然界にたくさん存在しています。例
えば、花びらは、「さくらが５枚」「コスモスが８枚」
「マーガレットが21枚」です。また、らせん構造
に並んでいる種は、「松ぼっくりが、右回りに13」
「ひまわりが、右回りに34、左回りに21」です。種をたくさん付けるために、植
物自らが考えだした構造が、フィボナッチ数になっているのです。さらに、巻き貝
の螺旋なども、フィボナッチ数から作られた曲線になっています。自然の中には、
他にもたくさんのフィボナッチ数が隠れています。探してみると楽しいですよ。

下籠谷駐在所の野木
さん、交通教育指導員
の高木さん、交通指導
員の中三川さん、飯塚
さんに来ていただいて、交通安全教室を実施しました。模擬道路（交差点、踏切）を使
って、１・２年生は歩行の練習、３年生から６年生は自転車の乗り方の練習をしました。
今回は、模擬道路をパトカーに走ってもらい、実際の道路に近い練習ができました。

11時12分の茂木駅行きのＳＬに乗る前に、真岡駅のとな
りにあるＳＬキューロク館や駅舎の４階にあるＳＬギャラリ

ーなどを見学しました。茂木駅に着いたあと、ＳＬを回転させる「転車台」を見学しま
した。茂木駅の近くにある道の駅もてぎで、昼食をとり、遊具で遊びました。

森永製菓小山工場と日産栃木工場の社会科見学に行きまし
た。森永製菓では、チョコボールやキャラメルの製造工程を

見学しました。日産では、環境問題と電気自動車についての話、電気自動車の模型（モ
デルカー）を使った走行実験、効率よく作業するためのピンボード体験などを行いまし
た。小山市向野にある小山運動公園で、昼食をとりました。


